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調布市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

調査の趣旨とご協力のお願い 

皆さまには、日頃から市の取組にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

本市では、令和２年度から令和６年度までの５年間を計画期間とする、調布っ子すこやかプランに基づ

き、子どもの成長と子育てを地域全体で支援し、健やかで心豊かな子どもを育むため、さまざまな子育て支

援に関する取組を進めています。また、本計画は「子ども・若者計画」を含んでおり、全ての子ども・若者

が健やかに成長し、円滑に社会生活を送ることができる社会づくりを目指した取組を進めています。 

これらの計画は令和５年度をもって計画期間が終了することから、「次期調布っ子すこやかプラン」（計画

期間：令和７年度から令和 11 年度まで）を策定するためのニーズ調査を実施します。 

この調査を通じて皆さんのお考えなどを把握し、調布市の子ども・若者支援施策の一層の推進を図り、皆

さんにとって暮らしやすい調布市にしていくための参考にさせていただきたいと考えています。 

今回このアンケートが届いた方は、市内の子ども・若者※の方から無作為に選ばせていただいた方で、お

答えは、すべて無記名で統計的に処理しますので、個人が特定されたり、他の目的に使用されたりすること

はありません。 

ご多忙のこととは思いますが、上記の内容をご理解のうえ、ご協力をお願いいたします。 

令和５年●月 

調布市 

【  ご回答にあたって 】 

１. 宛名のご本人がお答えください。 

２. ご回答には、選択肢に○を付けてお選びいただく場合と、数字などを具体的にご記入いただく場合が

ございます。 

３. 設問又は回答した選択肢によっては、一部の方だけに回答をお願いしている設問があります。その場

合は説明文、矢印等に従ってお答えください。 

４. ④ “○”を付ける数については、‘（１つに○）’、‘（あてはまるものすべてに○）’などの案内があり

ますので、設問ごとの案内に従ってください。 

５. 選択肢「その他」に“○”をした場合、具体的な内容を（ ）内にご記入ください。 

６. ご記入が済みましたら、３つ折りし、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

●月●日（●）までにご返送ください。（切手は不要です。） 

７. 本アンケートはスマートフォン・タブレット等によるWEB回答も可能です。 

８. WEBからの回答の際は、重複回答チェックのため、以下の調査票 ID を入力して回答してください。 

 

調査内容についてご不明な点がございましたら、下記までお問合せください。 

【 お問い合せ】調布市子ども生活部子ども政策課【電話：042-481-7757 

メールアドレス：kodomo@city.chofu.lg.jp 

スマートフォン・タブレット等から回答される方は、

右の二次元コードを読み込んで回答してください。 

二次元

コード 

調査票 ID 

Sample123 

中学・高校生世代用 

調布市子ども・子育て会議 

子ども生活部児童青少年課 

資料 4の参考 
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お住まいの地域について 

問 1 お住まいの地区としてあてはまるのは次のうちどれですか。（１つに○） 

地域（町名） 

１．東つつじケ丘１～２丁目  西つつじケ丘１～３丁目  仙川町全域若葉町１丁目 

緑ケ丘全域 

２．東つつじケ丘３丁目  入間町全域  若葉町２～３丁目菊野台全域 

西つつじケ丘４丁目 

３．佐須町１～２丁目、４～５丁目  柴崎全域深大寺東町３～４丁目 

深大寺南町１～３丁目  調布ケ丘３丁目 

４．深大寺北町全域  深大寺東町１～２丁目、５～８丁目深大寺元町２～５丁目 

深大寺南町４～５丁目 

５．布田２～３丁目  国領町１～５丁目、８丁目  佐須町３丁目調布ケ丘２丁目 

八雲台全域 

６．国領町６～７丁目  染地全域  布田５～６丁目多摩川６～７丁目 

７．小島町全域  布田１丁目、４丁目  調布ケ丘１丁目、４丁目深大寺元町１丁目 

下石原１丁目  多摩川１～５丁目 

８．上石原全域  下石原２～３丁目  野水全域  西町全域富士見町全域  飛田給全域 

 

ご本人とご家庭の状況について 

問２ あなたの性別をお答えください。（１つに○） 

１．男性 ２．女性 ３．その他・答えたくない 

 

問３ あなたの令和５年●月●日現在の年齢は次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○）。 

１．13 歳以下 

２．14 歳 

３．15 歳 

４．16 歳 

５．17 歳 

６．18 歳以上 

 

問４ 現在、あなたは次のうちどの状況にあてはまりますか。（１つに○） 

１．中学生 ２．高校生 ３．就業中 ４．その他 

 

問５ あなたの世帯の構成は次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

１．二世代世帯（親と子どもが同居している世帯） 

２．三世代世帯（祖父母と親、子どもが同居している世帯） 

３．その他（                   ） 
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問６ あなたを含めて、同居の家族の人数は次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

１．1人 

２．2人 

３．3人 

４．4人 

５．5人 

６．6人以上 

 

人とのつながりについて 

問７ 次の(1)～(5)の場所について、あなたは自分の居場所として安心したりほっとできる場所である

と感じますか。あなたの考えにもっとも近いものに○をつけてください。 

【（それぞれあてはまるもの１つに○） 

 

あ
て
は
ま
る 

や
や 

あ
て
は
ま
る 

あ
ま
り 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 自分の部屋 １ ２ ３ ４ 

(2) 家庭（親戚の家を含む） １ ２ ３ ４ 

(3) 学校 １ ２ ３ ４ 

(4) 
地域【（図書館，公民館，公園，子ども食堂など，現在住ん

でいる場所やそこにある建物など） 
１ ２ ３ ４ 

(5) 
インターネット空間（SNS※、YouTube やオンラインゲ

ームなど） 
１ ２ ３ ４ 

※ SNS：ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。友人どうしのつながりから、コミュニティを広げるた

めの集まりのことで、Web サービスのひとつ。LINE、Instagram、TikTok、X【（旧 Twitter）、Facebook 等が挙

げられる。 

 

問８ あなたは、自分が孤独であると感じることがありますか。（１つに○） 

１．まったくない 

２．ほとんどない 

３．たまにある 

４．時々ある 

５．しばしばある、いつもある 
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他者との関わりについて 

問９ あなたにとって、なんでも悩みを相談できる先は誰ですか。次の(1)～(4)の項目について、あな

たの考えにもっとも近いものに○をつけてください。（それぞれあてはまるもの１つに○） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 家族や親戚 １ ２ ３ ４ 

(2) 学校で出会った友達 １ ２ ３ ４ 

(3) 地域の人（近所の人、塾や習い事での友だちなど） １ ２ ３ ４ 

(4) インターネット上における人やグループ １ ２ ３ ４ 

 

問 10 あなたにとって、困ったときに助けてくれるのは誰ですか。次の(1)～(4)の項目について、あ

なたの考えにもっとも近いものに○をつけてください。（それぞれあてはまるもの１つに○） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 家族や親戚 １ ２ ３ ４ 

(2) 学校で出会った友達 １ ２ ３ ４ 

(3) 地域の人（近所の人、塾や習い事での友だちなど） １ ２ ３ ４ 

(4) インターネット上における人やグループ １ ２ ３ ４ 

 

問 11 あなたにとって、他の人に言えない本音を話すことができるのは誰ですか。次の(1)～(4)の項

目について、あなたの考えにもっとも近いものに○をつけてください。 

【（それぞれあてはまるもの１つに○） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 家族や親戚 １ ２ ３ ４ 

(2) 学校で出会った友達 １ ２ ３ ４ 

(3) 地域の人（近所の人、塾や習い事での友だちなど） １ ２ ３ ４ 

(4) インターネット上における人やグループ １ ２ ３ ４ 
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問 12 ふだん自宅にいるときに、よくしていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．テレビを見る 

２．ラジオを聴く 

３．本を読む 

４．新聞を読む 

５．ゲームをする 

６．勉強をする 

７．仕事をする 

８．家事･育児をする 

９．きょうだいの世話 

10．家族の看病をしたり、お世話をする 

11．インターネットを利用する（スマートフォンやパソコ

ンを利用したウェブ閲覧、SNS利用など） 

12．運動をする（身体を動かす） 

13．あてはまるものはない 

 

問 13 あなたは、ふだん学校や仕事以外でインターネット（オンラインゲーム等を含む）をどれくら

い利用していますか。（１つに○） 

１．１時間以内 

２．１～２時間 

３．２～３時間 

４．３～４時間 

５．４～５時間 

６．５時間以上 

７．利用していない 

 

問 14 次のソーシャルメディア・通信手段のなかで、ふだん利用しているものは何ですか。 

【（あてはまるものすべてに○） 

１．電話（アプリによる通話を含む） 

２．メール 

【（携帯電話・パソコンなど） 

３．LINE 

４．Instagram 

５．TikTok 

６．X（旧 Twitter） 

７．Facebook 

８．その他のSNS・チャットアプリ 

９．ウェブサイト 

【（電子掲示板・ウェブログを含む） 

10．その他（              ） 

11．あてはまるものはない 

 

普段の外出の状況について 

問 15 ふだんの外出状況であてはまるものはどれですか。（１つに○） 

１．学校、習い事、仕事などで平日は毎日、外に出かける 

２．学校、習い事、仕事などで週に３～４日、外に出かける 

３．遊びなどでよく外に出かける 

４．人づきあいのためにときどき外に出かける 

５．ふだんは家にいるが、自分の趣味などの用事のときだけ外に

出かける 

６．ふだんは家にいるが、近くのコンビニなどには出かける 

７．自分の部屋からは出るが、家からは出ない 

８．自分の部屋からほとんど出ない 

 

 

問 16 へ 

お進みください。 

問 15-1 へお進みください。 
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問 15 で「５～８」に○をつけた方にうかがいます。 

問 15-1 その状態になったのは、あなたが何歳の頃ですか。（１つに○） 

１．12 歳以下 

２．13 歳 

３．14 歳 

４．15 歳 

５．16 歳 

６．17 歳 

７．18 歳以上 

 

問 15-2 その状態はどれくらい続いていますか。（１つに○） 

１．３か月未満 

２．３～６か月未満 

３．６か月～１年未満 

４．１年～２年未満 

５．２年～３年未満 

６．３年～５年未満 

７．５年以上 

 

問 15-3 現在の状態になったきっかけは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．学校（または職場）にうまくなじめなかったこと 

２．小学生のときの不登校 

３．中学生のときの不登校 

４．高校生のときの不登校 

５．受験がうまくいかなかったこと 

６．まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと 

７．病気（病名：                  ） 

８．家族等の看病やお世話をすることになったこと 

９．新型コロナウイルスが流行したこと 

10．その他（具体的に：               ） 

11．特に理由はない 

12．わからない 

 

問 15-3 で「１～10」に○をつけた方にうかがいます。 

問 15-4 現在の状態になったきっかけとして、最も影響が大きかったのは何ですか。（１つに○） 

１．学校（または職場）にうまくなじめなかったこと 

２．小学生のときの不登校 

３．中学生のときの不登校 

４．高校生のときの不登校 

５．受験がうまくいかなかったこと 

６．まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと 

７．病気 

８．家族の看病やお世話をすることになったこと 

９．新型コロナウイルスが流行したこと 

10．その他 

 

問 15-4 へお進みください。 

問 16 へお進みください。 
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すべての人に伺います。 

問 16．次の(1)～(3)のような市内の子ども施設の利用状況について伺います。 

(1) 現在、「児童館」を利用していますか。（１つに○） 

１．年に５～６回程度利用している 

２．月に１回程度利用している 

３．週に１回程度利用している 

４．週に２回以上利用している 

５．利用していない 

 

(2) 現在、「青少年ステーションCAPS」を利用していますか。（１つに○） 

１．年に５～６回程度利用している 

２．月に１回程度利用している 

３．週に１回程度利用している 

４．週に２回以上利用している 

５．利用していない 

 

(3) 現在、「子ども・若者支援事業ここあ」を利用していますか。（１つに○） 

１．年に５～６回程度利用している 

２．月に１回程度利用している 

３．週に１回程度利用している 

４．週に２回以上利用している 

５．利用していない 

 

問 17 直近の６か月間のうちに、家族以外の人と会話をしましたか。（１つに○） 

１．よく会話した 

２．ときどき会話した 

３．ほとんど会話しなかった 

４．まったく会話しなかった 
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落ち込んだ経験について 

問 18 これまでに、ものごとがうまくいかず気分が落ち込んだ経験がありますか。または、現在気分

が落ち込んだ状態ですか。（１つに○） 

１．あった（または、現在ある） 

２．どちらかといえば、あった（ある） 

３．どちらかといえば、なかった（ない） 

４．なかった（ない） 

５．わからない、答えられない 

 

問 18 で、「１」または「２」に○をつけた方に伺います。 

問 18-1 ものごとがうまくいかず気分が落ち込んだとき、気分を回復することができていますか。 

【（１つに○） 

１．できている 

２．どちらかといえば、できている 

３．どちらかといえば、できていない 

４．できていない 

５．わからない 

 

問 18-1 で、「１」または「２」に○をつけた方に伺います。 

問 18-2 気分を回復することができたきっかけは何ですか。（１つに○） 

１．家族や親せきの助け 

２．友だちの助け 

３．学校の先生に相談したこと 

４．スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談したこと 

５．地域の人の助け 

６．病院に行って相談したこと 

７．相談できる場所に行って相談したこと 

８．電話相談を利用したこと 

９．SNSやメール相談などを利用したこと 

10．同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと 

11．趣味の活動に参加したこと 

12．時間がたって状況が変化したこと 

13．引っ越しや転校（転職）、クラス替え（転勤）などがあって、まわりの環境が変わったこと 

14．自分の努力で乗りこえたこと 

15．その他【（具体的に【：                                ） 

16．わからない、答えられない 

 

問 18-1 へお進みください。 

問 19 へお進みください。 

問 18-2 へお進みください。 

問 19 へお進みください。 
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すべての人に伺います。 

問 19 ものごとがうまくいかず気分が落ち込んだときなどに、どのような人なら相談したり助けても

らったりしやすいと思いますか（あてはまるものすべてに○） 

１．家族や親せき 

２．学校（職場）の友だち 

３．地域の友だち 

４．先輩や後輩 

５．学校の先生 

６．スクールカウンセラーなど学校にいる専門家 

７．地域の人 

８．病院や相談できる場所などにいる専門家（学校以外の専門家） 

９．同じように落ち込んだ経験をした人たち 

10．その他（具体的に：                  ） 

11．わからない 

12．誰にも相談したり、助けてもらったりしようと思わない 

 

問 19 で、「12．誰にも相談したり、助けてもらったりしようと思わない」に○をつけた方に伺います。 

問 19-1 相談したくないと思う理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．相談しても解決できないと思うから 

２．自分ひとりで解決すべきだと思うから 

３．誰にも知られたくないことだから 

４．自分が変な人に思われるのではないかと不安だから 

５．自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから 

６．相手がどんな人かわからないから 

７．何を聞かれるか不安に思うから 

８．嫌なこと、できないことをするように言われそうだから 

９．相手にうまく伝えられないから 

10．裏切られたり、失望するのが嫌だから 

11．お金がかかると思うから 

12．その他（具体的に：                               ） 

13．特に理由はない、わからない 

 

すべての方に伺います。 

問 20 家庭や学校（職場）以外で、悩みやこまりごとなどを相談できる場所があることを知っていま

すか。（１つに○） 

１．知っているし、相談している（したことがある） 

２．知っているが、相談したことはない 

３．知らないが、相談してみたい 

４．知らないが、特に相談したいと思わない 

５．分からない 

 

問 20 へお進みください。 

問 19-1 へお進みください。 

問 20-1 へお進みください。 

問 21 へお進みください。 
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問 20 で「１．知っているし、相談している（したことがある）」に○をつけた方に伺います。 

問 20-1 これまでに、進学や就職のタイミングで、相談先からの支援が途切れてしまい不安に感じた

ことはありますか。（１つに○） 

１．ある ２．ない 

 

子どもの権利及び調布市子ども条例について 

すべての人に伺います。 

問 21 あなたは、「子どもの権利」を知っていますか。（１つに○） 

１．知っている ２．言葉だけ知っている ３．まったく知らない 

 

子どもの権利 

子ども（18 歳未満の人）が、人間らしく、幸せに生きられ、健康に成長するために必要なことは、世界のどこに生まれて

も「おなじ」とした考え方を「子どもの権利」と呼びます。 

【「子どもの権利」には、大きく分けると、生きる権利、育つ権利、守られる権利、参加する権利等が挙げられます。 

 

問 22 あなたは、「調布市子どもの条例」を知っていますか。（１つに○） 

１．知っている ２．言葉だけ知っている ３．まったく知らない 

 

調布市子ども条例 

調布市子ども条例は、子どもが健やかに育ち、安心して子どもを産み、育てることができるまちの実現を目指して平成 17

年 4月 1日に施行しました。 

市ではこの条例に基づき、子育て家庭に対し様々な支援を行っています。 

 

問 23 子どもにとって大切だと思う「子どもの権利」として、あてはまるものは次のうちどれです

か。（あてはまるものすべてに○） 

１．差別されないこと 

２．悪口を言われたり、仲間はずれにされた

りしないこと 

３．子どもにとって一番よいことは何か考え

てくれること 

４．安心して生きること 

５．自分が学びたい通り学んで、成長するこ

と 

５．自分の意見を自由に答えること 

６．子ども同士で集まったり一緒に何かをす

るためのグループを作ったりすること 

７．親から叩かれたり、ひどい目にあわされ

たりしないこと 

８．病院に行ったり、健康を守ってもらえた

りすること 

９．生活のためのお金が足りない時に、国か

ら助けてもらうこと 

10．愛されて幸せな生活を送ること 

11．心や体が十分に成長する教育を受けるこ

と 

12．休んだり遊んだりすること 

13．スポーツや芸術を楽しむ活動に参加する

こと 

14．戦争に巻き込まれないで平和に生活する

こと 
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問 24 問 23に挙げられたような「子どもの権利」を守るためには、どのような仕組みがあるといいと

思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．学校で教える 

２．困ったことや大人に伝えたいことを伝える手助けをしてくれる人がいる 

３．困った時に電話や SNS、メールなどで相談できる 

４．大人に子どもの権利についてもっと伝える 

５．困った時に誰にも知られず相談できる場所がある 

６．子どもの権利が守られているかを見張る仕組みがある 

７．子どもが意見を言える仕組みがある 

８．特になし 

 

将来の希望について 

問 25 家族、親戚、学校の先生等の周囲の大人は、あなたのことについて決めるときに、あなたの意

見を聞いて大事にしてくれていると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．そう思う 

２．どちらかといえば、そう思う 

３．どちらともいえない 

４．そちらかといえば、そう思わない 

５．そう思わない 

 

問 26 将来、進学するとしたら、どの段階まで進学したいと思いますか。（１つに○） 

１．中学校 

２．高等学校 

３．専修学校・専門学校 

４．高等専門学校・短期大学 

５．大学・大学院 

６．その他（具体的に：                               ） 

７．わからない 

 

問 27 問 26で○をつけた回答の理由は何ですか。（１つに○） 

１．自分が望んでいるから 

２．親がそう望んでいるから 

３．一般的な進路だと思うから 

４．自分の学力から考えて 

５．家庭の経済的な状況から考えて 

６．その他（具体的に：                               ） 

７．特に理由はない 
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現在の悩みや調布市に必要な取組について 

問 28 現在、悩み事や困っていることはありますか。ご自由にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

問 29 子どもや若者が希望をもてる調布市となるために、調布市が特に取り組むべきことは何だと思

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．気軽に悩みを相談できる場所や機会の充実 

２．就労（仕事につくこと）に向けた相談やサポート体制の充実 

３．若者たちが自主的に活動できる場所や機会の充実【  

４．年齢や経済的な心配をすることなく、学習・学び直しができる環境・機会の充実 

５．ニート、ひきこもり、不登校の子ども・若者の支援の充実 

６．障害のある子ども・若者の支援の充実 

７．児童虐待防止に向けた取組の強化 

８．不健全図書類やインターネット上の有害環境から青少年を守る取組の充実 

９．地域における見守りなど非行防止対策の充実 

10．その他（                                  ） 

11．特にない 

 

 

 

調査は以上です。ご協力いただきありがとうございました。 

記入した調査票を、同封の返信用封筒（切手は不要）に入れ、 

令和●年●月●日（●）までに投函してください。 
 

 


